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 Gタンパク質を介したシグナリングと心臓疾患 

（メッセージ） 

 心臓での受容体を介した三量体 Gタンパク質（Gα12/Gα13）のシグナリングという面から

心疾患の解析を行っています。予想がつく実験でも実際やってみると、意外な結果が得ら

れ、新たな展開ができることがしばしばです。とくに in vivoでの薬の作用やシグナリング

分子の働きを見ていると、「うそっ」というような結果に当たります。最近、in vitroと違い

in vivoでは何が起こっても不思議ではないということを実感しています。まず、実験をや

ってみることを勧めます。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

(1)受容体を介したシグナリングに関する各種のドミナントネガティブ体あるいは活性型の

遺伝子およびアデノウイルス。(2)GRK5、GRK6、β-arrestin-1、β-arrestin-2、MLP のノック

アウトマウスラット（ただし、譲渡するには許可が必要）。(3)dominant negative TRPC6、

p115RhoGEF-RGS、constitutively active Gα13を心筋細胞選択的に発現させたトランスジェニ

ックマウス。(4)血管狭搾による圧負荷モデルと冠動脈結紮による心筋梗塞モデルマウスの

作成。(5)新生児心室筋細胞の培養系。 


